









損傷マーカーの ATF 3 （activating transcrip-








（各 n＝ 1 ）を作製し，ATF 3 の発現がピーク
となる 7日後に三叉神経節を摘出し，100 µm毎
の水平断切片を作製した．これらの切片を
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ていた．ATF 3 と NeuNの二重陽性細胞を観察
した結果，眼窩上神経切断後の ATF 3 陽性細胞
の局在は，吻側領域において内側に，眼窩下神経
切断後の陽性細胞の局在は，吻側領域内ほぼ全域
に分布しており，眼窩上神経切断後の陽性細胞領
域を含んでいた．下歯槽神経切断後の陽性細胞の
局在は主に尾側領域に発現し，吻側・尾側連続領
域では点在していた．また，吻側領域において広
範囲に散在していた．舌神経切断後では，下歯槽
神経切断後とほぼ同じ領域で陽性細胞局在が確認
された．眼窩下神経と下歯槽神経，舌神経の各切
断後の 3陽性細胞の局在は吻側・尾側連続領域で
混在しており，各神経領域の境界は不明瞭であっ
た．
　以上より，ラット三叉神経節内における神経細
胞局在には，異なる領域の神経細胞が混在する箇
所が存在していた．同じ神経節内における損傷し
た神経細胞が近接する非損傷の神経細胞に何らか
の物質を伝達することが異所性感覚異常の発症に
つながっているという説もあり，今回の結果は，
この異所性感覚異常のメカニズム解明の基礎デー
タになりうると考えられる．
